
マイクロ波 SQUID マルチプレクサを用いた 

可視光用超伝導転移端センサの読出し評価(3) 

Evaluation of microwave SQUID multiplexer for readout of optical TES array. 
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1. 背景 

超伝導転移端センサ(TES: Transition Edge Sensor)を用いた単一光子分光イメージング技術はバ

イオ分野を始めとした様々な計測への応用が期待されている。我々は 1 ピクセルの TES による微

弱光の単一光子分光イメージングを実証したが[1]、今後は動画取得に向け撮像時間の短縮が課題

となっている。この課題解決のためには TESのアレイ化および信号の多重化読出しが必須となる。 

MW-Muxは異なる共振周波数を持つ超伝導共振器群を用いてTESの信号を多重化する手法であ

る。一つの伝送路に対して複数個の共振器を並列に配置し、各共振器は TES の電流変化を検出す

るための入力コイルと磁気的に結合した rf-SQUID で終端される。本研究では、マイクロ波 SQUID

マルチプレクサ(MW-Mux)による可視光用 TES の多重化読出しについて取り組んでいる。 

これまでの研究では、MW-Mux を用いて単一の可視光用 TES から信号を読出した[2]。得られ

た光子数スペクトルでは、単一光子（0.8 eV）のピークに対するエネルギー分解能が 0.42 eV と目

標値より劣化したものの、明瞭な光子数ピークの観察に成功した。そこで本研究では MW-Mux に

接続する TES の数を増やし、同時読出しを試みた。 

2. MW-Mux を用いた可視光用 TES の 4 素子同時読出し評価 

セットアップの写真を図 1 に示す。転移温度の異な

る 4 つの可視光用 TES は、シャント抵抗等を搭載し

たバイアスチップを介して、MW-Mux チップと接続

されている。TES はセルフアライメント構造となって

おり、4 本のシングルモード光ファイバーからそれぞ

れの TES に光子を入射する。発表では 4 素子読み出

し試験の詳細について報告する。 
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図 1 4 素子同時読出し評価のセットアップ 

(a) MW-Mux 主要部 

(b) 冷凍機コールドステージ上での 

セットアップ 
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